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一
町
田

（
２
面
２
段
目
）

　

一
町
田
と
は
、
京
田
辺
市

草
内
地
内
に
位
置
す
る
町
名

で
あ
る
。
一
町
田
多
目
的
運

動
広
場
の
隣
に
位
置
す
る
池

は
「
一
丁
田
池
」
と
い
う
。

Ｕ
Ｒ

 

（
２
面
９
段
目
）

　

Ｕ
Ｒ
と
は
、
都
市
再
生
機

構
（Urban Renaissance 

Agency

）
の
略
称
で
あ
り
、

地
方
中
心
都
市
な
ど
市
街
地

の
整
備
改
善
等
の
業
務
を
行

う
独
立
行
政
法
人
で
あ
る
。

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ

（
３
面
10
段
目
他
）

　

Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ
Ｏ
（Nippon 

EXp ressway COmpany 

Limited

）
と
は
、
日
本
道

路
公
団
の
民
営
化
に
よ
り
発

足
し
た
高
速
道
路
会
社
の
愛

称
で
、
東
日
本
、
西
日
本
、

中
日
本
の
３
社
が
あ
る
。

レ
ア
メ
タ
ル 

（
４
面
５
段
目
）

　

レ
ア
メ
タ
ル
と
は
、
資
源

と
し
て
量
が
少
な
く
、
量
が

多
く
て
も
産
出
が
難
し
い
金

属
の
総
称
。
近
年
で
は
、
数

十
年
で
枯
渇
さ
れ
る
と
予
測

さ
れ
問
題
に
な
り
つ
つ
あ
る
。

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー

 

（
６
面
９
段
目
）

　

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
と
は
、

暴
力
を
受
け
た
被
害
者
が
緊

急
一
時
的
に
避
難
で
き
る
施

設
で
、
民
間
団
体
に
よ
っ
て

運
営
さ
れ
て
い
る
。
相
談
へ

の
対
応
、
自
立
へ
の
サ
ポ
ー

ト
等
、
被
害
者
に
対
す
る

様
々
な
援
助
を
行
う
。

　

❶
バ
リ
ア
フ
リ
ー
新
法
に

基
づ
く
基
本
構
想
を
策
定
し
、

抱
え
て
い
る
問
題
や
課
題
を

明
ら
か
に
し
、
推
進
す
る
た

め
の
理
念
及
び
方
針
を
定
め
、

事
業
を
実
施
す
べ
き
で
は
な

い
か
。
市
の
推
進
状
況
は
。

　

建
設
部
長　

今
年
度
よ
り
、

基
本
構
想
策
定
に
向
け
た
協

議
を
建
設
部
内
で
始
め
る
。

　

❷
新
田
辺
駅
東
口
の
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
設
置
を
、
駅
舎
内

の
通
路
が
、
実
質
は
自
由
通

路
と
な
っ
て
い
る
こ
と
も
踏

ま
え
、
市
独
自
で
設
置
す
る

こ
と
も
含
み
、
市
民
の
安
心

安
全
を
守
る
点
か
ら
早
急
に

取
り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
る

と
考
え
る
。
市
と
し
て
の
考

え
は
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長　

近
鉄
側
に
引
き
続
き
要
請
し

て
い
く
。
市
独
自
で
の
設
置

は
考
え
て
い
な
い
。

　

❸
府
営
田
辺
団
地
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
に
合
わ
せ
、
歩

道
へ
の
車
い
す
等
の
乗
り
入

れ
が
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
、
安

心
し
て
歩
け
る
よ
う
団
地
周

辺
の
歩
道
整
備
を
。

　

建
設
部
長　

整
備
と
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
を
実
施
す
る
。

　

❹
田
辺
中
央
４
丁
目
「
葬

儀
場
建
設
計
画
」に
つ
い
て
、

周
辺
の
交
通
安
全
問
題
と
併

せ
て
の
検
討
が
必
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
、
こ
の
間
の
経

過
と
今
後
の
対
策
は
。

　

建
設
部
長　

田
辺
区
と
業

者
で
協
議
中
で
あ
る
。
交
通

渋
滞
解
消
の
た
め
敷
地
外
駐

車
場
の
設
置
、
保
安
員
の
設

置
及
び
右
折
出
庫
の
禁
止
な

ど
指
導
。
切
り
下
げ
幅
８
ｍ

に
つ
い
て
は
協
議
中
。
児
童

や
歩
行
者
優
先
を
徹
底
し
、

安
全
確
保
に
努
め
る
よ
う
指

導
し
て
い
る
。

　

❺
来
年
度
の
介
護
保
険
制

度
見
直
し
に
向
け
、
訪
問
介

護
や
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、
福
祉

用
具
の
利
用
状
況
な
ど
在
宅

サ
ー
ビ
ス
、
介
護
保
険
料
の

見
通
し
、
療
養
病
床
の
再
編

成
が
本
格
化
す
る
な
か
で
、

介
護
施
設
で
の
受
け
入
れ
基

盤
整
備
な
ど
介
護
保
険
事
業

計
画
の
見
通
し
を
問
う
。

　

保
健
福
祉
部
長　

今
年
度

ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
す
る
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
も
踏
ま
え
、

必
要
な
サ
ー
ビ
ス
や
基
盤
整

備
目
標
、
保
険
料
を
設
定
し

て
い
く
。

意
見
が
多
い
。
検
討
委
員
会

も
開
か
れ
る
が
、
も
っ
と
広

く
市
民
の
協
力
を
得
る
方
法

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思

う
が
市
の
考
え
を
聴
く
。

　

安
心
ま
ち
づ
く
り
室
長

６
月
６
日
に
「
京
田
辺
市
バ

ス
交
通
等
検
討
委
員
会
」
を

発
足
し
た
。
公
共
交
通
の
路

線
網
及
び
サ
ー
ビ
ス
の
あ
り

方
、
一
人
で
は
交
通
手
段
を

持
た
な
い
交
通
弱
者
と
い
わ

れ
る
人
た
ち
や
、
市
役
所
周

辺
へ
の
利
便
性
の
向
上
を
中

心
に
市
内
全
体
の
路
線
を
バ

ス
事
業
者
の
協
力
を
得
な
が

ら
検
討
す
る
。
ま
た
、
趣
旨

採
択
さ
れ
た
請
願
と
１
万
人

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
尊
重
し
、

年
内
を
め
ど
に
結
論
を
出
し

た
い
。

　

❷
高
す
ぎ
る
国
民
健
康
保

険
税
の
引
き
下
げ
を
。
今
年

度
の
国
保
税
改
正
は
、
全
体

で
15
％
引
き
上
げ
、
平
均
で

２
万
円
の
引
き
上
げ
に
な
る
。

年
収
が
１
０
０
万
円
の
方
で

２
万
円
も
引
き
上
げ
に
な
り
、

低
所
得
の
人
ほ
ど
負
担
率
が

高
い
。
払
え
る
保
険
料
に
す

る
た
め
に
、
一
般
会
計
や
基

金
か
ら
の
繰
り
入
れ
を
増
や

し
、保
険
料
の
引
き
下
げ
を
。

　

保
健
福
祉
部
長　

国
保
事

業
は
、
年
々
医
療
費
が
増
加

し
、
17
年
度
か
ら
赤
字
が
続

い
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
保

　

❶
巡
回
バ
ス
の
早
期
運
行

を
。
長
年
の
市
民
の
要
望
で

あ
り
、
早
期
に
運
行
計
画
を

作
る
べ
き
。
特
に
市
役
所
周

辺
へ
の
利
便
性
を
要
望
す
る

険
料
を
引
き
上
げ
た
。
一
般

会
計
か
ら
の
繰
り
入
れ
は
、

こ
れ
以
上
は
で
き
な
い
。

　

❸
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ

い
て
。
市
の
地
球
温
暖
化
対

策
実
行
計
画
は
、
市
役
所
内

の
計
画
で
あ
り
、
ゴ
ミ
排
出

量
も
入
っ
て
い
な
い
。
市
全

体
の
温
暖
化
対
策
の
計
画
を

た
て
、
目
標
数
値
も
出
す
べ

き
。
㋐
地
球
温
暖
化
対
策
条

例
の
制
定
を
。
㋑
環
境
基
本

計
画
の
中
の
事
業
所
へ
の
規

制
指
導
を
。
㋒
ゴ
ミ
排
出
量

の
削
減
。
㋓
家
庭
で
の
雨
水

タ
ン
ク
設
置
へ
助
成
を
。

　

経
済
環
境
部
長　

市
全
体

の
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
状

況
の
実
態
に
つ
い
て
今
後
、

把
握
で
き
る
よ
う
努
め
た
い
。

雨
水
タ
ン
ク
の
助
成
は
市
民

の
自
発
的
な
取
り
組
み
に
期

待
し
て
い
る
。

可
能
か
。
現
状
の
市
街
化
地

域
の
み
の
計
画
か
。
市
街
化

調
整
区
域
を
含
む
ま
ち
づ
く

り
も
提
案
す
る
の
か
。

　

総
務
部
長　

平
成
20
年
４

月
１
日
の
府
の
推
定
人
口
は
、

６
万
５
２
７
４
人
で
あ
り
概

ね
計
画
通
り
人
口
増
加
し
て

い
る
。
同
志
社
大
学
の
文
系

学
部
の
移
転
が
今
後
人
口
の

推
移
に
ど
う
影
響
す
る
か
懸

念
さ
れ
る
。
将
来
的
に
は
南

田
辺
北
地
区
や
三
山
木
地
区
、

松
井
山
手
西
な
ど
の
住
宅
開

発
の
発
展
に
よ
り
順
調
に
計

画
人
口
の
増
加
を
期
待
。
今

後
の
計
画
は
山
手
地
区
で

４
５
０
０
人
、
同
志
社
山
手

６
１
０
０
人
、
三
山
木
地
区

と
そ
の
他
空
地
利
用
で
４ 

２
０
０
人
を
想
定
し
て
い
る
。

　

❷
山
手
幹
線
開
通
に
伴
う

諸
問
題
に
つ
い
て
。

　

㋐
大
住
地
域
に
お
け
る
渋

滞
と
住
宅
地
へ
の
交
通
量
の

増
加
に
よ
る
危
険
回
避
の
対

策
は
。
大
住
ケ
丘
、
松
井
ケ

丘
、
山
手
東
の
準
幹
線
道
路

を
抜
け
道
と
し
て
利
用
す
る

車
が
増
加
し
、
至
急
に
安
全

対
策
を
講
ず
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

　

建
設
部
長　

山
手
幹
線
薪

工
区
開
通
に
伴
う
大
住
地
域

の
渋
滞
問
題
に
つ
い
て
開
通

直
後
の
一
時
的
な
も
の
か
、

大
住
ケ
丘
か
ら
山
手
東
に
至

る
準
幹
線
に
つ
い
て
も
今
後
、

　

❶
第
３
次
総
合
計
画
の
人

口
フ
レ
ー
ム
予
測
に
つ
い
て
。

基
本
構
想
に
あ
る
平
成
32
年

度
の
人
口
８
万
人
の
達
成
は

状
況
を
見
な
が
ら
対
応
策
を

考
え
て
い
き
た
い
。

　

㋑
開
通
に
伴
う
池
ノ
端
・

丸
山
線
の
取
り
組
み
は
。

　

建
設
部
長　

山
手
幹
線
の

渋
滞
問
題
解
消
に
は
府
と
も

協
議
、
要
望
も
含
め
、
事
業

化
に
向
け
鋭
意
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
。

　

❸
工
業
専
用
地
域
拡
大
事

業
へ
の
支
援
と
市
の
関
わ
り

に
つ
い
て
。
既
存
企
業
へ
の

誘
致
が
工
専
地
移
転
に
間
に

合
う
の
か
。
新
名
神
（
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
西
日
本
）
と
の
整
合

性
は
図
っ
て
い
る
の
か
。

　

建
設
部
長　

工
業
専
用
地

域
拡
大
事
業
に
つ
い
て
は
、

新
名
神
の
事
業
化
に
あ
わ
せ

て
、
企
業
の
移
転
が
間
に
合

う
よ
う
支
援
、
努
力
し
て
い

く
。

用
語
の
解
説

議
員
（
共
産
党
）

増　

富　

理
津
子

市内を運行する民間の路線バス

 巡回バスの早期運行を

 年内めどに結論を出す

市役所 5階から望む近鉄新田辺駅方面

住宅地開発が進む松井山手西地域

議
員
（
一
新
会
）

市　

田　
　

博

議
員
（
共
産
党
）

水　

野　

恭　

子

 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
基
本
構
想
を

 

建
設
部
内
で
協
議
始
め
る

 人口８万人は達成可能か

 ほぼ計画どおりに増加

平和のつどい・平和展を開催
○平和のつどい
□市コミュニティホール
８月８日（金）午前９時３０分～午前１１時３０分
・平和祈念黙とう
・平和メッセージ披露　ほか

○平和展
□市コミュニティホール
８月８日（金）～１５日（金）
午前１０時～午後４時（８日は正午から、１５日は正午まで）
・写真展
　安島太佳由氏の写真展
・書道展
　市民から募集した平和書道作品展

○平和図書展
□市立中央図書館
８月２日（土）～１５日（金）
・図書展示「戦争の残したもの」

○平和映画会
□市立中央図書館
８月２日（土）午前１０時３０分～
・「硫黄島からの手紙」
８月８日（金）午前１０時３０分～
・「凧になったお母さん」
８月９日（土）午前１０時３０分～
・「ぼくの神さま」

※詳しくは、市平和都市推進協議
会（総務室内、TEL64-1326）
にお問い合わせください。


